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長野市立南部図書館 
〒388－8006 

長野市篠ノ井御幣川 1201 番地 
TEL （026）292－0143 
FAX （026）292－0559 

https://library.nagano-ngn.ed.jp/ 

第 2７回図書館まつり開催のお知らせ 
 

１０月２５日（土）・２６日（日）に南部図書館まつりを開催します。 

 

テーマ「知って備える、学んで守る ～図書館から始まる防災の輪～」 

25 日(土) 

・手話ワークショップ「長野市元気なまちづくり市政出前講座」(10:30～) 

・おはなし会(どんぐりころころさん １０：３０～)(おはなし座きらきらさん １３：３０～) 

・点字ワークショップ「点字で名前を打ってみよう！」(１３：３０～) 

・リサイクル広場(１０：００～) 

26 日(日) 

・accototoさんによるワークショップ(材料費 500円 午前の部１０：３０～ 午後の部１３：３０～) 

・信州大学出前講座「災害発生！！そのときあなたはどうする・・・」(１４：００～)  

・工作の部屋(１０：００～) 

・リサイクル広場(１０：００～)   

この他に図書館クイズ、近隣小学校の皆さんによる読書感想画の展示、本の福袋もご用意しています。 

 

『祭り囃子』 

 

今年の夏は、6 月にしてすでに真夏日が、7 月は猛暑に、8 月 5 日には群馬県伊勢崎で 41.8 度を観測し

た。経験のない暑さは来年以降も続くのだろうか。 

 そんな中でも、庭の草むらで鳴く虫たちの声に秋の訪れを感じる。「リリ、リリリ」「リーンリーン」と夜通し鳴

いている。夫が友人に分けてもらった「すずむし（何代目かの子孫）」は今年も健在で一際大きな声で鳴いて

いる。 

 音色と言えば、秋祭りの神楽の鈴の音、笛、太鼓。子供の頃の勢大な秋祭りは今でも鮮明に覚えている。境

内に出店が並び、そこに詰め掛けた子供達の声、辺りに漂う香ばしいにおい。高げたをはき、大うちわを持っ

て社殿に向かう天狗には恐れおののいたものだ。 

 祭りの日の前の晩に家族揃って出掛けた宵宮は、昼の祭りとは違う趣があった。常夜燈、燈ろうの灯りが

境内をオレンジ色に染め、まるで別世界に居るようだった。本殿御前広場の左側に設置された幅ひろの常夜

燈には、風流な筆字で書かれた幾数句かの奉納俳句が展示されていた。その中には父の句もあった。「秋風

に母の呼ぶ声笛鼓」だったか？遠い昔のことで記憶があいまいである。祭り囃子の笛、太鼓、鈴の音は、この

世とあの世をつなぎうると言う考えからすると、幼くして母を亡くした父の俳句に託した思いが、今さらな

がら偲ばれる。 

寄稿：チュルル 

参考文献：『信州ふるさとのまつり』 笹本 正治／監修 ほおずき書籍 ≪Ｎ３８６シ≫ 

https://library.nagano-ngn.ed.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

『諏訪の神さまに会いに行く』 北沢 房子／著 信濃毎日新聞社 ≪Ｎ１７４キ≫ 

『善光寺を守る諏訪の神と御柱』 小林 一郎／著 小林 玲子／著 光竜堂 ≪Ｎ１８１コ≫ 

『お寺のどうぶつ図鑑』 今井 淨圓／監修 二見書房 ≪１８５オ≫ 

『神社建築のスゴイひみつ図鑑』 スタジオワーク／著 ワニ・プラス ≪５２１シ≫ 

『図解はじめての日本建築』 松崎 照明／著 丸善出版 ≪５２１マ≫ 

『いつかは訪れたい美しき世界の寺院・神殿』 マイケル・ケリガン／著  

日経ナショナルジオグラフィック社 ≪５２６ケ≫ 

『簡単!お寺ご飯 2』 飯沼 康祐／著 徳間書店 ≪５９６イ２≫ 

『すぐわかる正倉院の美術』 米田 雄介／著 東京美術 ≪７０２ヨ≫ 

『国宝の地図帳』 辰巳出版 ≪７０９コ≫ 

『ぐっとくる仏像』 みうら じゅん／責任編集 枻出版社 ≪７１８ク≫ 

『国宝クラス仏をさがせ!』 瀬谷 貴之／著 新潮社 ≪７１８セ≫ 

『虚の伽藍』 月村 了衛／著 新潮社 ≪Ｆツ≫ 

『イノセンス』 誉田 哲也／著 幻冬舎 ≪Ｆホ≫ 

『激しく煌めく短い命』 綿矢 りさ／著 文藝春秋 ≪Ｆワ≫ 

『まろ丸伊勢参り』 畠中 恵／著 KADOKAWA ≪Ｆハ≫ 

『失われた貌』 櫻田 智也／著 新潮社 ≪Ｆサ≫ 

『春の星を一緒に』 藤岡 陽子／著 小学館 ≪Ｆフ≫ 

『羊殺しの巫女たち』 杉井 光／著 KADOKAWA ≪Ｆス≫ 

『白魔の檻』 山口 未桜／著 東京創元社 ≪Ｆヤ≫ 

『うわべの名画座』 姫野 カオルコ／著 ホーム社 ≪９１４．６ヒ≫ 

『月を見に行こうよ』 李 琴峰／著 集英社 ≪９１５．６リ≫ 

『戦争日記』 アンドレイ・クルコフ／著 ホーム社 ≪９３６ク≫ 

『余裕がある人の時間整理術』 下村 志保美／著 扶桑社 ≪１５９シ≫ 

『なぜか干渉される人思わず干渉してる人』 林 健太郎／著 ダイヤモンド社 ≪３６１．４ハ≫ 

『家計にやさしい!人気料理家が考えた「お米のかさ増し・おきかえレシピ」』 宝島社 ≪５９６カ≫ 

『日本万博全史』 夫馬 信一／著 左右社 ≪６０６フ≫ 

『呪文の言語学』 角 悠介／著 作品社 ≪８７９ス≫ 

『AIの基本』 栗原 聡／監修 新星出版社 ≪００７エ≫ 

『わたしは、この言葉を忘れない』 保阪 正康／著 日刊現代 ≪２１０．７ホ≫ 

『中世の庭の薬草事典』 エリカ・ライス／著 グラフィック社 ≪４９９ラ≫ 

『がんばらないずぼら和菓子』 土屋 タダヒロ／著 淡交社 ≪５９６ツ≫ 

『折り紙花飾り』 tsuku cafe／著 日本ヴォーグ社 ≪７５４ツ≫ 

 

新刊案内 

 

 


